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入院救急医療機関を受診する9割以上の
子どもは、受診当日に帰宅できる状態の
軽症であることが指摘され、本県におい
ても約7割が軽症である。特にも，久慈市
においてはその傾向が強く、受診に至る
までの段階で保護者が抱く不安の解消と
安心感の提供が求められている。

乳幼児期の子どもを育てる親が利用す
る救急医療の現状を把握し、行政活動等
への活用に資することを目的とした。
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1.岩手県立久慈病院の救命救急センター
外来に夜間受診したことがあった乳幼児
は、休日受診の305名(51.3%)よりも多い、
416名(69.9%)であった。

2.夜間および休日に受診したときの病状
は、高熱、嘔吐が多かった。

3.受診の理由は、すぐ診てもらいたかっ
た、重症だと思った、どうすればいいか
わからなかったが多かった。

4.岩手県立久慈病院の救命救急センター
外来に夜間受診した乳幼児のうち、緊急
入院となったのは、97名(23.3%)であった。
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1. 調査対象

久慈市内の保育園および幼稚園に通園
している保護者1,283名

2.調査方法

無記名による自記式アンケート調査

3.調査期間

平成27年9月
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1.夜間や休日に小児科医による医療を提供
するのは、小児科医師数の現状から限界が
ある。

2.乳幼児を育てる家庭に、受診の判断に関
する情報の活用や相談窓口を生かした子育
てを普及する必要がある。
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